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					このページは検証済みです
十七日。中濱東一郞の電報民顯府より至る。石氏の其地を發するを報ずるなり。停車塲に至りて迎ふ。俱に來る者を子爵松平乘承、田口大學敎授、獨逸人ヂツセ Disse 及北川乙次郞とす。太子客舘 Hôtel Kronprinz に伴ひ行きて投宿せしむ。此日石氏の來るをば谷口にのみ報じて同じく迎へたり。他人は吿ぐるに暇あらざりしなり。

十八日。山口、井口の兩大尉至る。フリイドリヒ、カルヽ岸 (Friedrich Karl Ufer 1. bei Frau Fusch) に僑居す。石氏も亦此に轉ず。

十九日。石氏の爲めに語學の師を雇ふ。例のミユルレル是なり。

二十一日。石氏の爲めに日本政府の赤十字同盟に入る報吿を作る。

二十二日。石氏余等を帝國食店 Restaurant Imperial (Unter den Linden 16) に招き、午餐を供す。

二十三日。伊東侍醫、鈴木愛之助と同じく太子客舘に投宿するを聞きて往いて見る。

二十六日。家書至る。

二十七日。石氏に隨ひて寺庭村 Tempelhof なる第二衞戌病院を觀る。一等軍醫シヤイベ Scheibe 獨國陸軍省の命を受けて石氏の屬員と爲る。病院長ミツヘル A. Michel と相識る。

二十八日。夜龜井子爵の宅を訪ふ。初め子瘧を患ふ。此時全く治す。

三十一日。
ミユルレルの家に晚餐す。

八月二日。伊東侍醫留別の筵に臨む。始て伯林府にて著名なる酒亭「ドレツセル」Dressel (Unter den Linden 50) の料理を味ふ。

三日。朝伊東、鈴木二氏の維納に赴くを送りて停車塲
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